
事務局からのおしらせ 
�����令和 5 年度通常総会は 6 月中旬頃の
開催を予定しています。今年は対面と
オンラインのハイブリット方式での
開催を検討しています。資料は 6 月上
旬ごろまでにお送りします。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 月 5 日（日）に行われた
宇宙教育指導者セミナー
網走会場に参加しました。
本日の講師は稲葉です。 
網走市の「宇宙の学校」

は、2010 年からスタート
し、ここ 2 年間ほど感染症
の事があり開催を控えて
いましたが、来年度からの再開に向け、3 月下旬にプレイベント
を企画されていました。 
これまでの活動でスタッフの高齢化が課題の一つと聞いてい

ましたが、セミナー当日にはこれまで関わってくださっていた
スタッフに加え、様々な年齢層の方が参加されて活気あるセミ
ナーとなりました。内容は宇宙教育についての講義や活動上の
安全に関するお話、教材演習で指導のポイントや参加者目線で
のつまずきや危険個所などを探り終了しました。 
数日後のプレイベントではセミナーの内容が役立ち、無事に

終了したとお聞きしました。来年度の開催が楽しみですね。 
 
さて、前日の移動日、私は午前中に事業があり、夕方からの移

動で、女満別空港に着いたは 19 時半過ぎでした。空港の外の気
温計は、－9.2℃が表示されていましたが、寒いだろうと構えて
いるからか、「しばれるぅ～」と声が出てしまうような厳しい寒
さは不思議と感じませんでした。 

2011 年に的川先生と故遠藤先生が
「宇宙の学校」の業務で網走に行った
際、食事をされた居酒屋の壁にサイン
を書いたと聞いていました。今回、網
走市教育委員会の方の取り計らいで、
そのサインのある所で食事をすること
が出来ました。12 年経った今もサイン
はあり、先生方への感謝の気持ちと、
この先の未来へつないでいきたい想いでついつい一杯・・・ 
みなさんも網走に行かれる際は、足を運んでみてはいかがで

しょう。店名は五十集屋（いさばや）です。（事務局 五十嵐） 

■会員随時募集中！！ 
◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  
年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 
 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 
※個人賛助会員への会員証の発行、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。 

■会費や寄付金のお振込先 
【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 KU-MA は JAXA 宇宙教育センターと宇宙教育活動に関する協定書に

基づき、連携・協力しながら宇宙教育活動を推進しています 
「宇宙の学校®」は、KU-MA の登録商標です 

認定NPO法人 子ども・宇宙・未来の会「宇宙の学校」事務局 
〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1JAXA内 
電話・FAX : 042-750-2690  
E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :https://www.ku-ma.or.jp 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

活動報告＆予定 

✿「宇宙の学校®」 
3/12 令和 4年度のスクーリングが終了しました 

各地のこれまでの開催模様や参加家族が作成された家庭 

での実験工作模様のレポートを Web ページで紹介してい 

ます。��������https://www.ku-ma.or.jp/ 

3/5 宇宙教育指導者セミナー支援（北海道網走市） 
3/12 宇宙教育指導者セミナー支援（福岡県大野城市） 
 

✿イベントおよび CSR 等支援 
1/28 山口県家族向けイベント（リモート） 
1/31 広島県三原市立中学校理科授業 CSR 支援 
2/5 ジャポニカ学習帳 宇宙教室（愛知県日進市） 
2/12 大和ハウス工業みらい価値共創センター（奈良市） 

宇宙の教室 
2/18 国分寺市おとなの宇宙の学校① 
2/18 杉並区立小学校 特別授業（3 年生） 
2/20 杉並区立小学校 特別授業（4 年生) 
3/4 国分寺市おとなの宇宙の学校② 
3/14 杉並区立小学校 特別授業講師派遣 
3/12 ジャポニカ学習帳宇宙教室（埼玉県さいたま市） 
3/18 国分寺市おとなの宇宙の学校③ 
3/19 ジャポニカ学習帳宇宙教室（神奈川県横浜市） 
3/28 三菱重工エンジン&ターボチャージャ株式会社 CSR 支援 

理科実験教室（神奈川県相模原市） 
3/30 ショウワノート株式会社宇宙教室（神奈川県横浜市） 
 

✿今後の活動予定 
4/29 こども天国ワークショップ支援（茨城県取手市） 
5/13.14 相模原市若葉まつり（神奈川県相模原市）出展 
6/3 さんそ学習館ケイオス宇宙教室（島根県松江市） 
6/5 岡山県宇宙教育指導者セミナー 
6 月中旬通常総会 

▮編集後記 
・今回の柴田先生の記事を読んで、視覚障害＝ただ見えないと
いうわけではないと初めて分かりました。 
「難聴」という言葉もそうで、ただ聞こえないではなく、昨
年難聴になった母が言うには、ずっと強い耳鳴りがしてい
て、大きい音は響いて相当うるさく、それで聞こえにくいそ
うです。買い物とか出かけると店内放送などが相当うるさく
て、大変疲れると。言葉だけのイメージでちゃんと分かって
いないことたくさんありそうです。（田） 

・会費や寄付金の送金時にクレジット決済ができる様に準備を 

進めています。4 月中の運用をめざしています！（い） 
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宇宙教育指導者セミナーに参加して 

会員情報 
正会員 165（個人：152 学生：3 企業・団体:12） 

賛助会員 46（個人：35 企業・団体：11） 

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、 
KU-MA 活動を展開させていただいております。 

日頃のご支援に心より感謝を申し上げるとともに、引き続き、活動お
よび活動資金へのご協力をお願いいたします。 

当会への寄付（賛助会費含む）は、寄付金控除の対象となります。

詳しくは Web ページでご確認ください。 

JAXA 相模原キャンパスにて 



▲松江市ペットボトルロケット打ち上げ大会（2019年 8 月） 

 

KU-MA とわたし 
会員 久保田 弘敏 

  

私は 1941 年生まれの 81 歳です。高校 1 年の 1957
年にはスプートニク 1 号が打ち上げられ、日本でも
1955 年の糸川先生のペンシルロケット実験等、世界的
に宇宙開発の気運が盛り上がってきた頃に育ちまし
た。大学で航空学科に進学した年に宇宙工学専修コー
スが新設され、定員 3 人の内の一人が的川泰宣君でし
た。私は航空工学専修でしたが、大学院時代は駒場の
東大宇宙航空研究所の河村研で宇宙飛行体の空力加
熱防御を研究しました。当時河村研の職員だった並木
道義さんと私は軟式テニス部でペアを組んでいまし
た。因みに的川君は東大軟式庭球部での不敗伝説の主
で、私達とは別格です。 

KU-MA には的川君に勧められて 2011 年に入会しま
したが、上記のような恵まれた人的環境にも拘わらず
何の活動もしていない「不良会員」です。従って、こ
の記事を書く資格はないのですが、「今後を期待」とい
うことでご容赦下さい。 

2002 年の島根県松江市での ISTS（宇宙技術と科学

に関する国際シンポジウム）開催時、それを契機に、

一過性でなく将来に残ることをしようと当時の松浦

市長と相談し、ペットボトルロケット大会を開始しま

した。これは、その後 20 年間ずっと続いてきました。 

私は 2003 年に東京大学を定年退職、2007 年から

栃木県宇都宮市の帝京大学に勤めましたが、そこ

で学生とともに超小型人工衛星TeikyoSat開発を

行い、同時に県内高校生向けのサイエンスキャン

プを続けてきました。 

 

 

私の孫が通っていたプレスクールで数回ミニ

授業を行った縁で、その小学部創設に協力するこ

とになりました。「宇宙・地球」を題材にして科学

の面白さを子ども達が体感できるように、子ども

が「なぜ？」という疑問を持ち、それを自分で考

え、解決できる場を作りたいと思っています。そ

して、種々議論している過程で KU-MA の活動に行

き着きました。私の経験を生かして小学校高学年

でペットボトルロケット製作・飛行実験や超小型

衛星概念設計を子ども達自身で行えるようにし

たいのですが、低学年から KU-MA 教材による親子

実験教室の連携を始めようと思います。ようやく

「KU-MA とわたし」の開始です。まだまだ先は長

いのですが、楽しみにしています。 

 

  

会員 柴田直人 
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が
説
明
し
た
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
観
察
や
実
験
で
は
な
く
、生
徒
を

「
発
見
者
の
立
場
」に
立
た
せ
た
観
察
や
実
験
を
行

っ
て
い
る
、
と
い
う
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

全
盲
の
生
徒
も
弱
視
の
生
徒
も
一
人
で
マ
ッ
チ

を
擦
っ
て
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
に
点
火
し
、化
学
実
験
を

行
っ
た
り
、天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
太
陽
の
形
や
黒

点
を
観
察
し
た
り
し
て
い
ま
す
。(
そ
の
詳
細
は
ま

た
別
の
機
会
に…

…

。)
視
覚
の
活
用
が
困
難
で
あ

る
分
、観
察
や
実
験
の
際
に
は
視
覚
以
外
の
感
覚
を

総
動
員
し
て
自
然
の
事
物
・
事
象
に
迫
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
と
き
特
に
大
切
に
な
る
の
が
、
触
っ
て
観

察
す
る
「
触
察
(
し
ょ
く
さ
つ
)」
と
い
う
方
法
で

す
。 例

え
ば
、薄
い
塩
酸
の
入
っ
た
試
験
管
に
小
さ
な

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
か
け
ら
を
入
れ
る
と
気
体
(
水

素
)
が
発
生
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
気

泡
が
発
生
す
る
様
子
を
見
て
塩
酸
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
が
反
応
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
ま
す
が
、視
覚

障
害
の
あ
る
生
徒
は
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
い
う
気
泡

が
は
じ
け
る
音
で
反
応
が
進
ん
で
い
る
様
子
や
反

応
の
激
し
さ
を
理
解
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
試
験
管

の
底
を
触
っ
て
み
る
と
、反
応
熱
で
熱
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。視
覚
を
主
に
活
用
し
て
現

象
を
把
握
し
て
い
る
私
た
ち
に
は
気
付
き
に
く
い

こ
と
も
、生
徒
た
ち
は
触
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ま
た
、

音
や
に
お
い
、と
き
に
は
味
な
ど
五
感
を
フ
ル
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
か
ら
こ
そ
、
盲
学
校

で
は
生
徒
自
ら
観
察
や
実
験
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら

ず
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

直
接
体
験
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
は
、

「
宇
宙
の
学
校
」
の
活
動
や
宇
宙
教
育
に
も
共
通

す
る
部
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。(
約25

年
前

に
始
ま
っ
たJAXA

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
の
初

期
に
開
発
さ
れ
た
宇
宙
教
育
の
教
材
の
中
に
は

体
験
を
通
し
て
学
ぶ
も
の
が
と
て
も
多
く
、
私
は

盲
学
校
の
教
材
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
今
も
た

く
さ
ん
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。) 

盲
学
校
で
は
直
接
体
験
す
る
こ
と
と
共
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
対
話
)
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
観
察
や
実
験
で
は
、
生
徒
は
気
付
い
た
こ

と
を
積
極
的
に
言
葉
で
表
現
し
、
生
徒
全
員
で
共

有
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
試
験
管
の
発
熱
反
応
も
、

一
人
の
生
徒
が
そ
の
現
象
に
気
付
い
て
「
あ
っ
、

あ
っ
た
か
い
！
」
と
発
す
れ
ば
、
他
の
生
徒
も

次
々
に
試
験
管
の
底
を
触
っ
て
、「
ほ
ん
と
だ
！
」

「
カ
イ
ロ
み
た
い
！
」
と
発
言
が
連
鎖
し
、
全
員

が
発
見
者
と
し
て
の
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
経
験
は
、
次
に
観
察
や

実
験
を
行
う
と
き
に
積
極
的
に
発
言
し
よ
う
と

い
う
原
動
力
と
も
な
り
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意

欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
こ
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
家
庭
で
学
校
と
同
じ

よ
う
に
観
察
や
実
験
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
し
、
授
業
中
の
生
徒
の
発
す
る
小
さ
な
つ
ぶ
や

き
(
実
は
こ
こ
に
面
白
い
気
付
き
が
あ
っ
た
り
す

る
の
で
す
が…
…

)
も
生
ま
れ
に
く
く
、
授
業
者

の
話
を
一
方
的
に
聞
く
つ
ま
ら
な
い
講
義
形
式

と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
五
感
で
体
験
す
る

こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
理
科
の
授
業

だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
障
害
の
あ
る
生
徒
の
日
常

生
活
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
積
極
的
に
物
に
触
れ

る
こ
と
へ
の
不
安
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
友

達
同
士
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。
中
学
生
、

高
校
生
の
時
期
に
貴
重
な
経
験
の
機
会
が
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
本
当
に
残
念
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
改
め
て
、
直
接
体
験
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
の
あ
る
生

徒
た
ち
の
学
び
の
機
会
を
再
び
止
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒ 
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